
『
続
猿
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八
九
間
」
歌
仙
の
添
削
範
囲

六
九

は
じ
め
に

『
俳
諧
七
部
集
』
所
収
の
七
俳
書
の
う
ち
唯
一
芭
蕉
没
後
の
出
版
で
あ
る
、

『
続
猿
蓑
』
に
載
る
「
八
九
間
」
歌
仙
に
は
、
芭
蕉
真
蹟
添
削
草
稿
（『
芭
蕉
全

図
譜
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
）
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ

の
芭
蕉
真
蹟
添
削
草
稿
の
句
形
と
版
本
の
句
形
と
の
双
方
を
付
合
語
を
用
い
て

読
み
解
き
、
添
削
が
ど
の
よ
う
な
範
囲
で
行
わ
れ
た
か
を
検
証
し
、
得
ら
れ
た

結
果
を
分
析
し
て
、
芭
蕉
一
門
の
い
わ
ゆ
る
「
匂
付
」
解
明
の
一
助
と
す
る
。

芭
蕉
没
後
四
年
の
元
禄
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
続
猿
蓑
』
は
、
後
世
『
俳

諧
七
部
集
』
に
も
選
定
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
以

来
、
越
人
の
支
考
偽
撰
説
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
芭
蕉
の
本
書
へ
の
関
与
を

疑
う
説
が
あ
り
、
何
丸
の
よ
う
に
『
俳
諧
七
部
集
』
か
ら
除
く
こ
と
を
主
張
す

る
者
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
本
稿
で
扱
う
芭
蕉
真
蹟
添
削
草
稿
や
、
本
書
に

言
及
し
た
複
数
の
芭
蕉
書
簡
な
ど
の
資
料
が
公
表
・
翻
刻
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

芭
蕉
の
本
書
へ
の
関
与
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
筆
者
も
同
意
す
る
、
現
代

の
通
説
に
よ
れ
ば
、
当
初
、「
八
九
間
」
歌
仙
の
連
衆
で
あ
る
沾
圃
ら
が
企
画

し
撰
し
た
集
が
あ
り
、
芭
蕉
が
そ
の
稿
本
を
携
え
て
、
元
禄
七
年
夏
に
上
方
に

旅
立
ち
、
同
年
秋
に
郷
里
の
伊
賀
で
、
支
考
と
と
も
に
稿
本
に
手
を
入
れ
編
集

を
終
え
た
。
九
月
に
は
『
続
猿
蓑
』
の
題
名
も
決
ま
り
出
版
に
備
え
て
下
清
書

に
と
り
か
か
っ
て
い
た
が
、
十
月
に
芭
蕉
が
没
し
て
計
画
が
頓
挫
し
た
。
そ
の

後
、
刊
行
ま
で
に
支
考
に
よ
る
改
変
が
あ
っ
た
と
思
し
い
が
、
そ
の
程
度
や
経

緯
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
成
立
経
緯
も
あ
り
、
本
書
の
評
価
は
論
者
に
よ
り
様
々
だ
が
、
本
書

が
『
炭
俵
』
と
と
も
に
芭
蕉
晩
年
の
「
か
る
み
」
の
俳
風
を
示
し
て
い
る
、
と

の
点
で
は
、
現
代
の
論
者
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。

『
続
猿
蓑
』
の
巻
頭
は
、
芭
蕉
の
「
八
九
間
空
で
雨
降
る
柳
か
な
」
を
発
句

と
す
る
、
沾
圃
・
馬

・
里
圃
と
の
四
吟
歌
仙
で
あ
る
。
三
ツ
石
友
昭
「
宝
生

『
続
猿
蓑
』「
八
九
間
」
歌
仙
の
添
削
範
囲
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七
〇

沾
圃
小
考 

付
里
圃
の
こ
と
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
七
五
号
、
一
九
八
八
・
七
）

に
よ
れ
ば
、
本
書
の
企
画
者
と
目
さ
れ
る
沾
圃
は
、
宝
生
流
の
能
役
者
で
、
露

沾
な
ど
に
仕
え
た
後
、
江
戸
に
出
て
、
若
年
の
宝
生
十
一
世
の
後
見
と
な
る
。

芭
蕉
晩
年
の
門
人
で
、
元
禄
六
年
三
十
一
歳
に
し
て
、
芭
蕉
の
後
見
の
下
、
母

方
ゆ
か
り
の
立
圃
二
世
を
継
ぐ
。
馬

は
鷺
流
の
狂
言
師
で
、
初
名
は
権
之
丞
。

里
圃
は
、
沾
圃
の
能
楽
の
弟
子
山
田
市
之
丞
で
は
な
い
か
、
と
さ
れ
る
。

こ
の
歌
仙
の
芭
蕉
真
蹟
添
削
草
稿
は
、
伊
賀
に
伝
来
し
、
文
化
年
間
に
名
古

屋
の
士
朗
門
下
の
李
東
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
李
東
は
文
化
八
年
に

『
八
九
間
雨
柳
』
と
題
し
て
模
刻
出
版
し
た
。
さ
ら
に
、
李
東
の
曾
孫
鈴
木
康

平
氏
も
大
正
十
三
年
に
写
真
版
を
添
え
て
そ
の
復
刻
版
を
刊
行
し
て
い
る
。

一
、
捌
き
手
の
役
割

富
山
奏
「「
八
九
間
雨
柳
」
の
歌
仙
の
連
衆
―
そ
の
草
稿
と
板
本
と
の
相
違

の
意
味
―
」（『
高
野
山
大
学
国
語
国
文
』
八
号
、
一
九
八
二
・
三
）
に
お
い
て
、

氏
は
芭
蕉
真
蹟
添
削
草
稿
に
記
さ
れ
た
作
者
名
の
書
体
を
検
討
さ
れ
、
四
句
目

以
下
は
、
一
巻
全
体
の
句
を
書
き
終
え
た
後
で
「
機
械
的
に
四
人
の
連
衆
の
名

を
当
て
は
め
た
」
も
の
で
、「
発
句
以
下
整
然
と
し
て
い
る
板
本
の
方
の
作
者

名
の
記
載
」「
は
全
く
形
式
を
完
備
さ
せ
た
だ
け
の
も
の
、
と
解
す
る
の
が
妥

当
で
あ
」
り
、「
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
芭
蕉
の
行
っ
た
処
置
で
あ
っ
た
」
と

さ
れ
る
。
そ
の
添
削
に
つ
い
て
も
「
彼
は
自
己
一
個
の
独
断
で
、
自
由
自
在
に
、

ま
こ
と
に
詳
細
で
徹
底
し
た
推
敲
添
削
の
手
を
加
え
て
」
お
り
、「
こ
の
よ
う

に
し
て
完
成
し
た
こ
の
歌
仙
は
、
四
吟
の
形
式
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
実
質
は
、

芭
蕉
の
独
吟
と
称
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
と
さ
れ
る
。

筆
者
も
、
富
山
氏
の
説
に
大
筋
で
は
賛
成
す
る
が
、
本
歌
仙
の
添
削
を
特
殊

例
と
は
考
え
な
い
。
一
般
に
、
俳
諧
に
お
い
て
は
、
連
衆
か
ら
提
出
さ
れ
た
句

は
、
執
筆
に
よ
る
指
合
の
検
討
を
経
て
、
其
の
座
の
宗
匠
た
る
捌
き
手
に
よ
り

吟
味
さ
れ
、
採
否
を
決
定
さ
れ
る
。
捌
き
手
は
、
一
巻
の
変
化
展
開
や
一
句
の

表
現
を
考
え
て
、
必
要
と
あ
れ
ば
原
句
を
添
削
し
、
し
か
る
後
に
付
句
と
し
て

治
定
す
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
を
積
み
重
ね
て
歌
仙
を
巻
き
終
え
た
後
も
、
捌

き
手
は
一
巻
全
体
を
見
渡
し
て
推
敲
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
ま
た
、
作
者
名
に

つ
い
て
も
、
必
ず
し
も
実
際
の
作
者
の
名
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
な
か
な
か

句
の
出
な
い
初
心
者
の
た
め
に
、
捌
き
手
や
熟
練
の
連
衆
が
代
作
す
る
こ
と
は

ま
ま
あ
る
し
、
一
巻
を
巻
き
終
え
た
後
、
全
体
の
句
数
や
月
花
の
句
の
配
分
を

考
え
て
、
作
者
名
を
変
更
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
を
、
美
濃
派

で
は
「
名な

配は
い

」
と
称
し
て
、
現
代
で
も
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
俳
諧
が
座
の

文
芸
で
あ
る
以
上
、
捌
き
手
の
添
削
や
作
者
名
の
変
更
の
自
由
度
は
、
興
行
の

性
格
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
、
貴
人
の
句
や
、
旅
先
の
興
行
・
他
門
の
連

衆
と
の
興
行
の
場
合
は
、
何
ら
か
の
配
慮
や
遠
慮
が
あ
り
得
る
、
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
し
か
し
、
同
門
の
み
の
座
で
、
一
門
の
宗
匠
が
門
人
を
捌
く
場
合
は
、

遠
慮
の
な
い
添
削
や
作
者
名
の
自
由
な
変
更
が
な
さ
れ
得
る
。
同
門
の
み
の
座

で
も
、
興
に
任
せ
た
詠
み
捨
て
の
一
巻
の
場
合
は
、
出
句
者
で
あ
る
と
同
時
に

読
者
で
も
あ
る
連
衆
が
一
座
の
感
興
を
享
受
で
き
れ
ば
目
的
は
達
成
さ
れ
た
の

で
あ
り
、「
文
台
引
お
ろ
せ
ば
則
反
古
」（『
三
冊
子
』「
赤
冊
子
」）
と
そ
の
後



『
続
猿
蓑
』「
八
九
間
」
歌
仙
の
添
削
範
囲

七
一

の
推
敲
を
省
略
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
宗
匠
に
そ
の
一
巻
を
撰
集
に
載

せ
る
意
図
が
あ
る
場
合
は
、
宗
匠
は
第
三
者
た
る
一
般
読
者
を
想
定
し
な
が
ら

全
力
を
も
っ
て
推
敲
に
当
た
り
、
納
得
の
行
く
形
で
世
に
問
お
う
と
す
る
は
ず

で
あ
る
。
本
歌
仙
の
添
削
は
、
ま
さ
に
こ
の
場
合
に
当
た
る
。

二
、
初
折
裏
一
句
目
の
添
削
の
意
味

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
芭
蕉
真
蹟
添
削
草
稿
の
句
形
か
ら
版
本
の
句
形
へ
の

添
削
を
誰
が
行
っ
た
か
、
特
定
で
き
る
資
料
は
な
い
。
富
山
氏
は
、
前
掲
論
文

で
「
両
者
の
間
に
、
芭
蕉
の
手
に
成
る
未
見
の
完
稿
の
存
在
を
想
定
」
さ
れ
、

阿
部
正
美
「
八
九
間
雨
柳
の
巻
の
推
敲
過
程
」（『
芭
蕉
俳
諧
の
展
望
』
所
収
、

明
治
書
院
、
一
九
九
〇
）、
佐
藤
勝
明
・
小
林
孔
「『
続
猿
蓑
』「
八
九
間
」
歌

仙
分
析
」（『
近
世
文
芸 

研
究
と
評
論
』
第
八
十
号
、
二
〇
一
一
・
六
）
も
同

様
の
立
場
で
論
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
も
、
以
下
の
二
つ
の
理
由
か
ら
同
様
に
考
え
る
。
第
一
に
、
こ
の
歌
仙

を
代
作
改
変
す
る
必
要
が
支
考
に
は
な
い
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、

三
章
以
下
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
本
稿
に
お
い
て
付
合
語
の
連
想
関
係
を
用
い

て
検
証
し
た
結
果
、
芭
蕉
真
蹟
添
削
草
稿
の
句
形
か
ら
版
本
の
句
形
へ
の
添
削

が
、
一
定
の
範
囲
内
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

イ
、
裏
一
句
目
草
稿
の
「
猿
」
の
含
意

「
八
九
間
」
歌
仙
に
お
い
て
芭
蕉
真
蹟
添
削
草
稿
の
句
形
と
版
本
の
句
形
と

を
比
較
し
た
と
き
、
最
も
句
形
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
裏
の
一
句
目
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
草
稿
で
は
、
初
案
が
「
手
を
摺
て
猿
の
五
器
か
る
草
庵　

見
」
で

あ
っ
た
の
が
、「
草
庵
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
右
に
「
旅
の
宿
」
と
改
め
て
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、『
続
猿
蓑
』
で
は
「
渋
柿
も
こ
と
し
は
風
に
吹
れ
た
り　

里
」
と
、

全
く
異
な
る
句
形
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
作
者
名
も
草
稿
の
馬

か
ら
里
圃

に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
伊
藤
正
雄
氏
は
『
俳
諧
七
部
集 

芭
蕉
連
句
全
解
』（
河
出

書
房
新
社
、
一
九
七
六
）
に
お
い
て
、
草
稿
の
句
形
「
で
は
雑
の
句
に
な
っ
て
、

秋
三
句
の
約
束
に
合
は
な
い
」
故
の
改
変
で
、「
表
五
句
目
の
初
案
」「
の
「
柿
」

を
削
っ
た
上
で
、
こ
の
裏
一
句
目
に
「
渋
柿
」
と
し
て
再
生
さ
せ
た
」
と
指
摘

さ
れ
、
阿
部
氏
も
『
芭
蕉
連
句
抄
』
第
十
一
篇
（
明
治
書
院
、
一
九
八
八
）
で

伊
藤
説
を
支
持
し
て
お
り
、
佐
藤
氏
・
小
林
氏
も
「
一
応
の
解
答
」
と
し
て
承

認
し
て
い
る
。
筆
者
も
大
筋
で
同
意
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
草
稿
の
句
形
か
ら
版
本
の
句
形
へ
の
改
変
の
効
果
に
つ
い
て
は
、

伊
藤
氏
が
、
草
稿
の
句
形
で
は
「〈
猿
引
が
泊
っ
た
宿
で
、
手
を
摺
っ
て
猿
の

五
器
（
椀
）
を
借
り
る
〉
と
い
ふ
の
か
、〈
猿
自
身
が
手
を
摺
っ
て
、
宿
の
人

か
ら
五
器
を
借
り
る
〉
の
意
か
、
両
様
の
解
釈
が
成
り
立
」
ち
「
猿
の
五
器
の

句
で
は
要
領
を
得
な
い
」。
一
方
、
前
句
の
「「
肌
寒
う
な
る
」
か
ら
風
の
け
は

ひ
を
感
じ
取
り
、
台
風
で
田
や
畠
の
も
の
が
不
作
の
上
に
、
渋
柿
ま
で
も
や
ら

れ
た
体
と
し
た
」
版
本
の
句
形
は
、
食
料
と
い
う
面
に
注
目
し
「「
狗
脊
か
れ

て
」
に
「
渋
柿
」
の
異
変
を
取
合
は
せ
た
の
は
照
応
を
得
て
ゐ
よ
う
。
こ
の
句

に
は
、
柿
の
梢
を
仰
い
で
の
嘆
息
の
声
が
窺
は
れ
る
」
と
し
て
肯
定
的
な
の
に



七
二

対
し
、
阿
部
氏
は
『
展
望
』
で
、
草
稿
の
句
形
を
「
猿
引
き
が
旅
の
宿
（
或
い

は
自
分
の
茅
屋
）
で
猿
の
食
器
を
貸
し
て
貰
つ
て
食
事
を
す
る
と
い
ふ
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
場
面
を
、
前
句
の
肌
寒
さ
を
感
ず
る
時
節
に
配
し
た
の
で
あ
つ
た
」
と

解
釈
し
「
こ
れ
は
こ
れ
で
面
白
い
」
と
さ
れ
る
一
方
、
版
本
の
句
形
は
「
落
寞

狼
藉
た
る
荒
年
の
山
村
の
光
景
と
、
そ
れ
を
嘆
く
村
人
の
情
が
描
か
れ
た
わ
け

で
あ
る
」
と
伊
藤
氏
と
同
様
の
解
釈
を
さ
れ
な
が
ら
、「
前
句
の
し
み
〴
〵
と

し
た
感
味
に
比
べ
て
、
こ
の
句
の
表
現
は
余
り
に
も
粗
く
、
打
越
か
ら
三
句
も

景
を
主
と
し
た
句
が
続
く
の
も
変
化
に
乏
し
い
嫌
ひ
が
あ
つ
て
、
成
功
し
た
運

び
と
は
い
へ
な
い
」
と
し
て
否
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
草
稿
の
初
折
裏
一
句

目
は
「
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
」
だ
け
の
場
面
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
阿
部
氏
は
裏
二
句

目
の
解
説
に
お
い
て
、「
一
つ
の
疑
問
は
、
草
稿
の
原
案
の
場
合
、」
裏
一
句
目

と
二
句
目
と
の
「
一
聯
は
、
付
筋
が
ど
う
も
取
留
め
の
な
い
点
で
あ
る
」
と
さ

れ
る
が
、
あ
る
い
は
、
阿
部
氏
が
こ
の
よ
う
な
結
論
に
至
っ
た
の
は
、
氏
の
裏

一
句
目
の
解
釈
が
誤
っ
て
い
た
為
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

佐
藤
氏
・
小
林
氏
に
よ
る
最
近
の
肯
定
的
見
解
、
す
な
わ
ち
「
秋
三
句
の
約

束
違
反
（
目
録
ま
で
こ
の
点
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
は
不
審
）」
以
上
に
「
初

案
の
発
想
が
、『
猿
蓑
』「
市
中
は
」
歌
仙
の
「
茴
香
の
実
を
吹
落
す
夕
嵐　

去

来
／
僧
や
ゝ
さ
む
く
寺
に
か
へ
る
か　

凡
兆
／
さ
る
引
の
猿
と
世
を
経
る
秋
の

月　

芭
蕉
」
に
大
き
く
重
な
る
こ
と
」
が
問
題
で
、「
成
案
形
は
、
実
は
こ
れ

も
「
実
を
吹
落
す
夕
嵐
」
の
発
想
を
借
り
な
が
ら
、
前
句
と
の
間
に
独
自
の
場

面
を
構
成
し
、
理
想
と
す
る
新
た
な
付
け
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
併

せ
て
、
以
下
に
検
討
す
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
連
歌
・
俳
諧
に
お
い
て
「
猿
」
か

ら
連
想
す
る
こ
と
を
許
容
さ
れ
た
語
を
調
査
し
、「
猿
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
探
る
。

『
俳
諧
類
船
集
』「
猿サ

ル

」
の
項
に
は
三
十
八
種
の
付
合
語
が
並
ぶ
。
そ
の
う
ち
、

『
連
珠
合
璧
集
』
及
び
深
沢
眞
二
編
著
『
近
世
初
期
刊
行 

連
歌
寄
合
書
三
種
集

成
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
）
所
収
の
『
随
葉
集
』『
拾
花
集
』『
竹
馬
集
』

の
何
れ
か
に
載
る
寄
合
語
は
、「
巌イ

ハ
ホ

・
岩
間
・
深
山
・
峰
の
庵
・
木
の
実ミ

・
夜

の
雨
（
雨
夜
）・
木
の
葉
・
衣
う
る
ほ
す
涙
・
ね
ら
れ
ぬ
柴
の
戸
・
時
雨
・
柴

栗ク
リ

・
か
け
は
し
・
時
鳥
・
宿ト
ノ
ヰ直
・
日
吉
」
で
、『
類
船
集
』
に
は
採
ら
れ
て
い

な
い
が
上
記
連
歌
寄
合
書
に
載
る
寄
合
語
「
さ
け
ぶ
・
梢
を
つ
た
ふ
・
月
を
と

る
・
木
滋
き
か
げ
（
こ
ぶ
か
き
陰
）・
岩
や
・
淋
し
き
心
（
山
あ
ひ
さ
び
し
き
）・

峯
の
嵐
・
山
里
・
秋
山
・
み
ね
の
雪
・
山
水
の
月
・
は
な
ざ
か
り
」
を
も
含
め
、

連
歌
寄
合
語
に
は
、
深
山
や
山
里
を
思
わ
せ
る
語
や
悲
愁
の
情
を
示
す
語
が
並

び
、
そ
こ
か
ら
窺
え
る
「
猿
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
す
べ
て
野
生
の
猿
で
、
山
に

住
む
隠
者
や
山
里
の
住
人
が
そ
の
声
を
聞
い
て
涙
を
催
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

『
類
船
集
』
の
み
に
見
ら
れ
る
こ
の
系
列
の
語
に
「
西
川
（
京
都
府
を
流
れ
る

桂
川
の
別
称
）・
山
の
か
ひ
・
と
ち
・
柿カ

キ

・
さ
は
ぐ
心
・
大
豆
・
な
ら
の
枯
葉
・

霜
夜
・
四
国
・
嵐
山
」
が
あ
る
。

一
方
、
加
藤
定
彦
編
『
初
印
本　

毛
吹
草
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
八
）

と
『
類
船
集
』
に
載
る
付
合
語
「
轡ク
ツ
ワ・
戸
・
鷲ワ
シ

・
歌カ

舞ブ

伎キ

お
ど
り
」
の
う
ち
、

「
轡
・
戸
」
は
戸
締
ま
り
の
た
め
の
具
の
意
の
「
猿
」
を
含
む
猿
轡
・
猿
戸
か

ら
の
連
想
で
あ
り
、「
鷲
」
は
「
鷲
の
見
つ
け
た
子
猿
」
す
な
わ
ち
、
身
動
き

も
さ
せ
な
い
こ
と
、
絶
対
に
逃
が
さ
な
い
こ
と
の
喩
か
ら
の
連
想
で
あ
ろ
う
。
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と
も
に
「
猿
」
を
含
む
熟
語
・
諺
か
ら
の
連
想
で
、『
類
船
集
』
の
み
に
載
る

こ
の
系
列
の
語
に
「
七
つ
時
（
申
の
刻
）・
眼
（
猿
眼
）・
上
手
の
弓
（
上
手
の

猿
が
手
を
焼
く
）・
山
門
の
つ
り
鐘
・
娌ヨ
メ

と
り
（
猿
婿
入
）・
犬
（
犬
猿
の
仲
）・

き
び
す
（
猿
踵
）」
が
あ
る
。
ま
た
、『
毛
吹
草
』
と
『
類
船
集
』
に
載
る
付
合

語
「
歌カ

舞ブ

伎キ

お
ど
り
」
と
同
様
に
芸
能
に
関
連
す
る
付
合
語
で
『
類
船
集
』
に

の
み
載
る
語
に
「
馬
屋
・
壬
生
念
仏
」
が
あ
る
。
な
お
、『
毛
吹
草
』
に
は
「
心
・

菓
」
も
載
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
よ
り
細
分
化
さ
れ
て
『
類
船
集
』
に
吸
収
さ
れ

た
、
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
俳
諧
に
お
い
て
加
わ
っ
た
「
猿
」
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
人
間
が
見
い
だ
し
た
猿
の
特
徴
を
示
す
連
想
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
芭
蕉
に
お
け
る
「
猿
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
探
る
。

尾
形
仂
他
編
『
新
編
芭
蕉
大
成
』（
三
省
堂
、
一
九
九
九
）
に
は
、
猿
を
詠

み
込
ん
だ
芭
蕉
の
発
句
が
四
句
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
に
載

る
貞
享
元
年
の
作
「
猿
を
聞
人
捨
子
に
秋
の
風
い
か
に
」
は
文
学
の
伝
統
の
中

の
猿
を
詠
み
、『
猿
蓑
』
に
載
る
元
禄
二
年
の
作
「
初
し
ぐ
れ
猿
も
小
蓑
を
ほ

し
げ
也
」
は
嘱
目
の
猿
を
詠
み
込
ん
で
い
る
、
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
と
も

に
野
生
の
猿
を
詠
み
、
猿
は
憐
憫
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『
続

有
磯
海
』
な
ど
に
載
る
元
禄
四
年
こ
ろ
の
作
と
さ
れ
る
「
猿
引
は
猿
の
小
袖
を

き
ぬ
た
哉
」
は
、
猿
と
常
に
生
活
を
共
に
す
る
猿
曳
の
哀
感
を
詠
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、『
薦
獅
子
集
』
な
ど
に
載
る
元
禄
六
年
の
歳
旦
句
「
年
々
や
猿
に
着

せ
た
る
猿
の
面
」
が
あ
る
が
、
こ
の
句
に
つ
い
て
、
許
六
は
『
俳
諧
問
答
』（『
蕉

門
俳
論
俳
文
集
』
古
典
俳
文
学
大
系
10
所
収
、
大
内
初
夫
氏
担
当
）
で
、
芭
蕉

が
「
ふ
と
歳
旦
に
猿
の
面
よ
か
る
べ
し
と
お
も
ふ
心
一
つ
に
し
て
、
取
合
た
れ

ば
、
仕
損
の
句
也
」
と
述
べ
た
と
記
し
、
土
芳
は
『
三
冊
子
』「
赤
冊
子
」
で
「
此

歳
旦
、
師
の
い
は
く
、
人
同
じ
処
に
止
て
、
同
じ
処
に
と
し
ど
し
落
入
る
事
を

悔
て
い
ひ
捨
た
る
、
と
な
り
」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
句
の
猿
は
、
芭
蕉
自
身

の
意
図
と
し
て
は
、
歳
旦
の
感
慨
を
述
べ
る
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た
、
芭
蕉
あ

る
い
は
人
の
世
の
象
徴
で
あ
る
。

さ
て
、『
新
編
芭
蕉
大
成
』
所
収
の
芭
蕉
出
座
歌
仙
の
付
句
に
も
猿
を
詠
み

込
ん
だ
句
を
二
十
余
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
、
元
禄
二
年
の

「
奥
の
細
道
」
の
旅
ま
で
の
付
句
は
、「
猿
行

（
マ
マ
）腸

の
く
さ
る
悲
し
び
」（「
月
と

泣
夜
」
歌
仙 

天
和
二
年
）、「
蔦
の
葉
は
猿
の
泪
や
染
つ
ら
ん
」（「
秣
お
ふ
」

歌
仙 

元
禄
二
年
）、「
繋
ば
し
導
く
猿
に
ま
か
す
ら
ん
」（「
お
き
ふ
し
の
」
歌

仙 

元
禄
二
年
）
の
芭
蕉
の
三
句
に
限
ら
ず
、
他
の
連
衆
の
付
句
も
含
め
て
、

十
二
句
す
べ
て
が
野
生
の
猿
の
生
態
と
悲
哀
と
を
詠
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
句

は
、
伝
統
的
な
猿
の
詠
み
方
の
基
本
に
基
づ
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
「
奥
の
細

道
」
の
旅
の
後
、
元
禄
二
年
冬
に
伊
賀
上
野
で
巻
い
た
「
霜
に
今
」
歌
仙
の
「
春

の
来
て
猿
に
小
歌
を
舞
せ
け
り　

村
鼓
」
を
皮
切
り
に
、「
さ
る
引
の
猿
と
世

を
経
る
秋
の
月　

芭
蕉
」（「
市
中
は
」
歌
仙 

元
禄
三
年
）、「
猿
曳
の
月
を
力

に
山
越
て　

芭
蕉
」（「
五
人
ぶ
ち
」
歌
仙 

元
禄
七
年
）、
そ
し
て
当
該
「
手
を

摺
て
」
句
と
、
猿
曳
と
猿
を
詠
ん
だ
と
思
し
い
付
句
が
四
句
見
ら
れ
る
。
な
お
、

同
時
期
の
野
生
の
猿
を
詠
ん
だ
付
句
は
「
猿
の
な
み
だ
が
お
つ
る
椎
の
実　

芭

蕉
」（『
蓑
虫
庵
小
集
』
所
収
「
木
の
も
と
に
」
歌
仙 

元
禄
三
年
）、「
山
あ
ひ

に
猿
の
さ
わ
た
る
枝
つ
づ
き　

史
邦
」（「
ひ
き
起
す
」
歌
仙 

元
禄
三
年
）、「
霧

間
分
ゆ
く
猿
の
寐
所　

沾
荷
」（「
其
富
士
や
」
歌
仙 

元
禄
六
年
）
の
三
句
で
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あ
る
。

以
上
の
検
証
か
ら
、「
奥
の
細
道
」
の
旅
以
降
の
芭
蕉
が
、
猿
曳
と
猿
を
句

材
と
し
て
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
、
猿
曳
と
は
如
何
な
る
者
で

あ
ろ
う
か
。『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
の
「
さ
る
ひ
き
（
猿
引
・
猿
曳
）」

の
項
に
は
、「
①
猿
に
種
々
の
芸
を
教
え
こ
み
、
こ
れ
を
演
じ
さ
せ
て
金
銭
を

も
ら
い
う
け
る
も
の
。
す
で
に
鎌
倉
時
代
か
ら
み
ら
れ
る
。
猿
ま
わ
し
。〈
季
・

新
年
〉」
と
あ
り
、『
を
だ
ま
き
』（
元
禄
四
年
本
）
な
ど
を
用
例
に
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、「
②
江
戸
時
代
の
被
差
別
民
の
一
種
。江
戸
お
よ
び
関
東
方
面
な
ど
で
は
、

穢
多
頭
弾
左
衛
門
の
配
下
に
属
し
、
そ
の
身
分
は
、
穢
多
と
非
人
の
中
間
と
さ

れ
た
。
江
戸
で
は
猿
飼
頭
長
太
夫
、
門
太
夫
両
人
が
支
配
し
た
。
猿
舞
だ
け
で

な
く
、
厩
の
祓
も
行
な
っ
た
。
猿
飼
い
。」
と
あ
り
、『
好
色
一
代
男
』
巻
三
の

一
な
ど
を
用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
辞
書
的
な
意
味
を
踏
ま
え
、「
手

を
摺
て
」
付
句
の
句
意
を
確
定
す
る
た
め
に
、
村
鼓
の
付
句
も
含
め
て
、
当
該

句
以
外
の
猿
曳
と
猿
の
句
の
共
通
す
る
詠
み
方
を
探
る
。「
春
の
来
て
」
付
句

と
「
年
々
や
」
発
句
と
は
、
と
も
に
正
月
に
猿
舞
を
さ
せ
る
猿
曳
を
詠
ん
で
い

る
が
、
元
禄
六
年
の
「
年
々
や
」
発
句
は
、
元
禄
三
年
の
歳
旦
句
に
『
撰
集
抄
』

所
収
の
乞
食
に
身
を
や
つ
し
た
高
僧
の
逸
話
を
踏
ま
え
て
「
薦
を
着
て
誰
人
い

ま
す
花
の
は
る
」
と
詠
ん
だ
、
芭
蕉
ら
し
い
歳
旦
句
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

単
純
に
正
月
を
寿
い
で
い
る
句
で
は
な
い
。
つ
い
で
、「
猿
ひ
き
」
の
語
を
句

に
詠
み
込
ん
だ
三
句
だ
が
、「
猿
引
は
猿
の
小
袖
を
き
ぬ
た
哉
」「
さ
る
引
の
猿

と
世
を
経
る
秋
の
月
」
が
秋
の
季
語
を
含
む
秋
の
句
で
あ
る
の
に
対
し
、「
猿

曳
の
月
を
力
に
山
越
て
」
は
、
前
後
が
春
の
句
な
の
で
、「
猿
曳
」
を
新
年
の

季
語
と
し
て
用
い
た
春
の
句
と
考
え
ら
れ
る
。
三
句
に
通
底
す
る
の
は
、
猿
と

身
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
し
て
生
き
る
、
猿
曳
の
哀
感
で
あ
る
。
猿
の
動
作
の
連

想
が
笑
い
を
誘
う
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
句
の
眼
目
は
あ
く
ま
で
も
猿
曳
の

哀
感
で
、
到
底
「
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
場
面
」
と
は
言
え
な
い
。

以
上
か
ら
、
猿
や
猿
曳
は
そ
の
哀
感
を
詠
む
べ
き
も
の
と
芭
蕉
は
考
え
て
い

た
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
俳
諧
的
と
い
う
よ
り
は
、
連
歌
以
来
の
伝
統
的
な
猿

の
詠
み
方
の
基
本
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
筆
者
は
結
論
す
る
。
こ
れ
は
、

『
去
来
抄
』「
修
行
」（『
蕉
門
俳
論
俳
文
集
』
所
収
）
に
「
去
来
曰
く
「
俳
諧
は

新
敷
趣
を
専
と
す
と
い
へ
ど
も
、
物
﹇
の
﹈
本
性
を
た
が
ふ
﹇
べ
か
ら
ず
。﹈」」

と
あ
る
と
こ
ろ
に
沿
う
方
法
で
あ
る
。

ロ
、
草
稿
初
折
裏
一
句
目
の
句
意
と
版
本
句
形
へ
の
添
削
の
意
味

こ
こ
か
ら
は
、
草
稿
初
折
裏
一
句
目
の
解
釈
に
入
る
。

こ
の
句
の
解
釈
の
指
針
に
な
る
の
は
、
前
述
し
た
伊
藤
氏
の
見
解
で
あ
る
。

氏
は
、
草
稿
の
句
形
で
は
「
手
を
摺
る
」
の
が
猿
か
猿
曳
か
「
両
様
の
解
釈
が

成
り
立
つ
」
と
さ
れ
る
。

筆
者
は
、
こ
の
二
様
の
解
釈
を
ま
ず
考
え
て
み
た
い
。
草
稿
初
案
の
句
形
は
、

前
句
が
「
薄
の
穂
か
ら
ま
づ
寒
う
な
る
」、
付
句
が
「
手
を
摺
て
猿
の
五
器
か

る
草
庵
」
で
あ
る
。

『
類
船
集
』「
五ゴ

器キ

」
の
付
合
語
に
「
高
麗
茶
碗
・
新
町
・
弁
当
・
朽
木
」
と

並
ん
で
「
大
峰
・
乞
食
」
が
載
る
よ
う
に
、
修
行
僧
や
乞
食
が
食
物
を
乞
う
た

め
に
持
っ
て
い
る
茶
碗
を
五
器
と
い
う
場
合
が
あ
る
。「
五
器
を
提
げ
る
」
は
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乞
食
を
す
る
意
で
あ
り
、「
五
器
も
持
た
ぬ
乞
食
」
は
全
く
の
無
一
物
の
意
で

あ
る
。
管
見
の
限
り
の
先
行
研
究
に
は
こ
の
指
摘
は
な
い
が
、
筆
者
は
、
草
稿

の
句
形
は
こ
の
喩
を
踏
ま
え
て
句
作
さ
れ
た
、
と
考
え
る
。

手
を
摺
る
の
を
猿
自
身
と
考
え
る
場
合
の
、
筆
者
の
裏
一
句
目
の
解
釈
は
、

（
山
里
の
我
が
）
草
庵
に
、（
末
枯
れ
の
季
節
に
な
っ
て
、
よ
ほ
ど
食
べ
物
に
窮

し
た
の
だ
ろ
う
）
猿
が
手
を
摺
っ
て
（
乞
食
を
す
る
の
に
必
要
な
）
五
器
を
貸

し
て
欲
し
い
、
と
頼
ん
で
き
た
、
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
天
候
不
順
の
年
に
は
、

猿
や
猪
・
熊
な
ど
が
人
里
近
く
ま
で
降
り
て
き
て
作
物
な
ど
を
荒
ら
す
こ
と
が

あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
よ
く
あ
り
が
ち
な
状
況
で
あ
っ
た
ろ
う
。
猿
の
窮
状
を

擬
人
化
し
て
表
現
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、「
草
庵
」
の
住
人
が
手
を
摺
る
と
考
え
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
句
だ

け
を
読
む
場
合
は
、
山
里
の
住
人
か
隠
者
な
ど
が
通
り
す
が
り
の
猿
曳
の
猿
に

頼
む
、
と
の
解
釈
も
成
り
立
た
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
芭
蕉
の
こ
れ
ま
で
の
猿

の
句
の
詠
み
方
か
ら
考
え
て
、
や
は
り
こ
の
住
人
は
猿
曳
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場

合
の
裏
一
句
目
の
解
釈
は
、（
末
枯
れ
の
季
節
の
）
粗
末
な
家
で
（
無
一
物
に

な
っ
た
）
猿
曳
が
手
を
摺
り
な
が
ら
猿
の
五
器
を
借
り
て
い
る
、
で
あ
ろ
う
。

初
案
の
「
草
庵
」
を
「
旅
の
宿
」
に
添
削
し
た
の
は
、
こ
の
句
の
動
作
の
主
体

を
、
旅
に
明
け
暮
れ
る
猿
曳
と
明
確
に
す
る
た
め
で
、
宿
に
払
う
木
賃
を
猿
の

五
器
の
実
入
り
で
賄
お
う
と
し
て
い
る
、
の
意
で
あ
ろ
う
。
両
案
と
も
に
、
猿

曳
の
経
済
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
況
を
描
い
た
句
で
、
哀
憐
の
情
を
催
さ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。

「
手
を
摺
る
」
と
い
う
一
見
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
作
の
衣
に
包
ま
れ
て
は
い
て

も
、
草
稿
初
折
裏
一
句
目
の
眼
目
は
困
窮
し
た
猿
ま
た
は
猿
曳
の
哀
感
で
あ
り
、

ま
た
、
こ
れ
こ
そ
が
、
そ
れ
ま
で
の
芭
蕉
の
句
と
共
通
の
詠
み
方
な
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
草
稿
句
形
か
ら
版
本
句
形
「
渋
柿
も
こ
と
し
は
風
に
吹
れ

た
り
」
に
改
め
た
理
由
に
つ
い
て
、
草
稿
の
句
形
「
で
は
雑
の
句
に
な
っ
て
、

秋
三
句
の
約
束
に
合
は
な
い
」
故
の
改
変
で
あ
る
と
の
伊
藤
氏
の
指
摘
を
、
阿

部
氏
は
賛
同
し
、
佐
藤
氏
・
小
林
氏
も
一
因
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。

結
論
的
に
は
筆
者
も
同
意
見
な
の
だ
が
、
草
稿
句
形
が
当
初
か
ら
雑
の
句
と

し
て
詠
ま
れ
た
、
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

『
去
来
抄
』「
故
実
」
で
去
来
は
「
無
季
と
い
ふ
に
二
ツ
有
。
一
ツ
は
前
後
・
表

裏
、
季
と
見
る
べ
き
物
な
し
。（
中
略
）
又
、
詞
に
季
な
し
と
い
へ
ど
も
、
一

句
に
季
と
見
る
所
有
て
、
或
は
歳
旦
と
も
、
名
月
と
も
定
る
あ
り
。　

年
々
や

猿
に
着
せ
た
る
猿
の
面　

ば
せ
を　

如
斯
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
去
来
は

『
旅
寝
論
』（『
蕉
門
俳
論
俳
文
集
』
所
収
）
で
も
「
年
々
や
」
の
句
に
触
れ
て

お
り
、
こ
の
句
に
つ
い
て
去
来
が
芭
蕉
に
「「
季
は
い
か
ゞ
仕
べ
き
」
と
窺

（
マ
マ
）け

る
に
「「
と
し
〴
〵
」
は
い
か
に
」
と
の
給
ふ
。
い
し
く
も
承
る
物
哉
と
退
ぬ
。

「
年
々
」
は
季
の
詞
に
あ
ら
ず
。
か
く
の
給
ふ
所
し
ら
る
べ
し
。
表
に
季
見
え

ず
し
て
季
に
な
る
句
、
近
年
付
句
等
に
も
粗
見
ゑ
侍
る
也
」
と
記
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
芭
蕉
が
江
戸
で
「
八
九
間
」
歌
仙
を
巻
い
た
一
座
で
は
、
裏
一
句

目
の
原
句
「
手
を
摺
て
猿
の
五
器
か
る
草
庵
」
を
秋
の
句
と
す
る
了
解
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
句
の
ど
こ
が
秋
の
句
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
野
生
の
猿
を
詠
ん
だ
句
と
解
釈
し
た
場
合
、
人
里
近
く
に
猿
が
出
没
す
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る
の
は
、
秋
深
く
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
、
連
衆
に
は
自
明
の
こ
と
で

あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
猿
曳
の
句
と
考
え
た
場
合
、
秋
は
収
穫
の
季
節
で
あ
る
。

蓄
え
の
な
い
者
に
と
っ
て
、
収
穫
前
や
不
作
の
秋
は
、
生
き
延
び
る
の
に
最
も

苦
労
す
る
時
期
で
あ
ろ
う
。
そ
の
庶
民
か
ら
の
投
げ
銭
で
生
き
る
猿
曳
に
と
っ

て
も
、
祭
の
時
期
が
終
わ
り
、
大
名
屋
敷
の
厩
祓
な
ど
の
実
入
り
も
あ
る
正
月

ま
で
に
間
の
あ
る
、
同
時
期
は
苦
し
い
時
期
な
の
で
あ
ろ
う
。
野
生
の
猿
か
猿

曳
か
、
彼
ら
が
困
窮
し
無
一
物
に
な
り
や
す
い
時
期
は
晩
秋
、
と
江
戸
の
連
衆

は
了
解
し
た
の
だ
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

し
か
し
、
客
観
的
に
見
て
、
こ
の
句
を
秋
の
句
と
認
め
る
こ
と
に
は
躊
躇
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
ま
ず
、
句
意
そ
の
も
の
に
種
々
の
解
釈
が
可
能
で
、
天
候
不

順
の
秋
の
困
窮
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
明
確
に
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

ま
た
、
芭
蕉
一
門
で
は
こ
の
時
期
、
句
意
に
よ
る
季
の
句
を
認
め
て
い
た
が
、

必
ず
し
も
一
般
的
な
考
え
方
で
は
な
く
、
こ
の
歌
仙
を
版
本
に
載
せ
る
に
つ
い

て
は
、
諸
人
が
秋
の
句
と
認
識
で
き
る
よ
う
に
、
句
に
季
語
を
含
め
る
必
要
が

あ
る
。
お
そ
ら
く
、
芭
蕉
も
筆
者
と
同
様
に
考
え
て
、
草
稿
句
形
か
ら
版
本
句

形
へ
の
添
削
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
次
に
、
草
稿
句
形
と
版
本
句
形
と
の
関
連
を
考
え
る
。
版
本
の
句

形
は
、
前
句
が
「
狗
脊
か
れ
て
肌
寒
う
な
る
」、
付
句
が
「
渋
柿
も
こ
と
し
は

風
に
吹
れ
た
り
」
で
あ
る
。

前
句
す
な
わ
ち
表
六
句
目
は
、
草
稿
初
案
の
「
薄
の
穂
か
ら
ま
づ
寒
う
な
る
」

を
、
草
稿
で
「
ぜ
ん
ま
ひ
か
れ
て
肌
寒
う
な
る
」
と
推
敲
し
、
更
に
版
本
は
「
狗

脊
か
れ
て
肌
寒
う
な
る
」
と
文
字
を
改
め
て
い
る
。
佐
藤
氏
は
「
具
象
化
に
よ

り
実
感
を
前
面
に
出
す
方
向
で
、
推
敲
が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
、
他
の
先

行
研
究
も
こ
の
添
削
を
諒
と
し
て
い
る
。
筆
者
も
同
感
だ
が
、
晩
秋
の
野
の
景

と
い
う
眼
目
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

さ
て
、
付
句
す
な
わ
ち
裏
一
句
目
だ
が
、
詳
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
草
稿
初

案
の
「
手
を
摺
て
猿
の
五
器
か
る
草
庵
」
を
、
草
稿
で
下
五
を
「
旅
の
宿
」
と

推
敲
し
、
版
本
で
「
渋
柿
も
こ
と
し
は
風
に
吹
れ
た
り
」
と
改
め
て
い
る
。
諸

先
行
研
究
は
何
れ
も
、
こ
の
添
削
を
、
意
味
内
容
ま
で
す
べ
て
変
え
た
大
幅
な

改
変
と
捉
え
て
い
る
が
、
筆
者
は
そ
う
は
考
え
な
い
。
天
候
不
順
な
秋
に
困
窮

す
る
悲
哀
と
い
う
主
題
は
変
え
ず
に
、
そ
れ
を
よ
り
明
確
に
表
現
す
る
た
め
の

添
削
で
あ
る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
芭
蕉
出
座
連
句
で
は
、
貞
享
元
年
成
立

の
『
冬
の
日
』「
霜
月
や
」
歌
仙
に
「
釣
柿
に
屋
根
ふ
か
れ
た
る
片
庇　

羽
笠
」

の
句
が
載
る
が
、
渋
柿
は
、
半
熟
に
な
る
と
収
穫
し
て
皮
を
剥
き
、
糸
や
縄
に

つ
る
し
て
乾
し
て
、
干
柿
（
釣
柿
・
吊
し
柿
）
に
す
る
。
甘
柿
・
渋
柿
は
ど
ち

ら
も
農
家
に
と
っ
て
大
切
な
商
品
作
物
で
あ
っ
た
。

版
本
裏
一
句
目
の
筆
者
の
解
釈
は
、
今
年
は
（
嵐
で
、
収
穫
前
の
稲
ば
か
り

で
な
く
、
貴
重
な
現
金
収
入
源
の
）
渋
柿
ま
で
も
風
で
吹
き
落
と
さ
れ
て
し

ま
っ
た
、
で
あ
る
。
秋
の
季
語
は
「
柿
」
で
あ
る
。
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三
、
付
合
語
の
連
想
関
係
を
用
い
た
検
証

　
　

―
表
五
句
目
か
ら
裏
三
句
目
ま
で
―

第
二
章
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
表
六
句
目
・
裏
一
句
目
の
二
度
に
わ
た
る
添

削
は
、
主
題
は
変
え
な
い
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
た
。
筆
者
の
調
査
の
結
果
、
こ

の
原
則
は
本
歌
仙
添
削
の
全
体
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
紙
幅
の
関
係
で
そ

の
全
貌
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
章
で
は
、
ま
ず
、
表
六
句
目
・
裏
一
句
目
の
添
削
の
意
味
を
、
付
合
語
の

連
想
関
係
を
用
い
て
詳
述
し
、
次
い
で
、
裏
一
句
目
に
関
わ
る
、
表
五
句
目
か

ら
裏
三
句
目
ま
で
に
つ
い
て
、
付
合
語
の
連
想
関
係
を
用
い
て
添
削
の
範
囲
を

簡
単
に
提
示
す
る
。

筆
者
の
検
証
方
法
に
つ
い
て
は
、「
付
合
語
に
見
る
芭
蕉
出
座
連
句
の
付
合

の
種
々
相
―
夏
と
冬
の
付
合
を
手
が
か
り
に
―
」（『
近
世
文
芸 
研
究
と
評
論
』

第
七
十
七
号
、
二
〇
〇
九
・
一
一
）
ほ
か
の
拙
稿
で
詳
述
し
た
が
、
以
下
に
簡

略
に
説
明
す
る
。
基
本
は
、『
類
船
集
』
な
ど
の
俳
諧
付
合
語
集
に
載
る
見
出

し
語
は
、
そ
の
見
出
し
語
の
も
と
の
全
て
の
付
合
語
と
連
想
関
係
に
あ
る
、
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。
芭
蕉
在
世
当
時
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
俳
諧
付
合
語
集
は
、

当
時
の
人
々
が
俳
諧
に
用
い
る
こ
と
を
許
容
し
た
連
想
の
集
大
成
で
あ
り
、
芭

蕉
た
ち
も
こ
の
連
想
か
ら
そ
れ
ほ
ど
逸
脱
し
な
い
連
想
を
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
、

と
筆
者
は
考
え
る
。
何
と
な
れ
ば
、
俳
諧
は
座
の
文
芸
で
あ
り
、
出
句
者
兼
読

者
で
あ
る
連
衆
に
理
解
さ
れ
な
い
連
想
で
は
付
合
は
成
立
せ
ず
、
ま
た
、
版
本

の
読
者
に
理
解
さ
れ
な
い
連
想
は
撰
集
に
採
用
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
か

ら
で
あ
る
。
最
も
歓
迎
す
べ
き
連
想
は
、
意
外
性
が
あ
り
な
が
ら
、
納
得
す
る

連
想
で
あ
る
。
自
ず
と
用
い
ら
れ
得
る
連
想
は
限
定
さ
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
筆
者
の
方
法
で
あ
る
が
、
従
来
は
、
俳
諧
付
合
語
集
の
見
出
し
語
と

付
合
語
の
一
対
一
の
連
想
関
係
の
み
が
問
題
に
さ
れ
た
が
、
筆
者
は
そ
れ
以
外

に
、
同
一
見
出
し
語
の
も
と
の
付
合
語
相
互
も
、
見
出
し
語
を
「
連
想
を
中
継

す
る
語
」
と
し
て
、
連
想
関
係
に
あ
る
、
と
考
え
る
。
ま
た
、
付
合
語
は
必
ず

し
も
句
中
の
詞
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
句
意
を
指
し
示
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
、

と
も
考
え
る
。
こ
こ
ま
で
敷
衍
し
て
考
え
る
と
、
芭
蕉
出
座
歌
仙
の
ほ
と
ん
ど

の
付
合
を
、
付
合
語
の
連
想
関
係
で
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、

芭
蕉
晩
年
の
「
疎
句
化
」
が
進
ん
だ
と
い
わ
れ
る
付
合
で
は
、
見
出
し
語
を
「
連

想
を
中
継
す
る
語
」
と
す
る
、
い
わ
ば
「
ぬ
け
」
の
付
合
と
し
て
解
釈
で
き
る

場
合
や
、
一
句
全
体
の
句
意
を
一
つ
の
付
合
語
に
凝
縮
し
て
、
そ
れ
か
ら
の
連

想
で
付
け
て
ゆ
く
、
従
来
「
余
情
を
探
る
」
付
け
方
と
称
さ
れ
た
付
合
と
解
釈

で
き
る
場
合
が
、
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

イ
、
表
六
句
目
・
裏
一
句
目
の
付
合

①
草
稿
初
案
の
付
合

表
六
句
目　
　

薄
の
穂
か
ら
ま
づ
寒
う
な
る

裏
一
句
目　

手
を
摺
て
猿
の
五
器
か
る
草
庵

前
句
初
案
に
あ
る
「
薄
」
ま
た
は
「
尾
花
」
を
付
合
語
に
含
む
『
類
船
集
』

見
出
し
語
の
う
ち
、「
手
を
摺
て
」
の
句
に
も
該
当
す
る
付
合
語
を
持
つ
も
の
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を
探
す
と
、「
百モ

ズ

舌
鳥
」
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
類
船
集
』「
百モ

ズ

舌
鳥
」
の
項

に
は
「
尾
花
が
末
・
一
村
薄
・
淋
し
き
枯
野
／
賤
が
垣
ね
・
山
際
の
里
」
な
ど

の
付
合
語
が
並
ぶ
。
と
こ
ろ
が
、『
連
珠
合
璧
集
』
の
「
鵙モ
ズ

ト
ア
ラ
バ
」
の
項

に
も
「
尾
花
が
す
ゑ
」
が
あ
り
、
ま
た
『
拾
花
集
』
の
「
秋
之
部
・
八
月
」
に

載
る
「
百
舌
鳥
」
の
寄
合
に
も
「
尾
花
が
末
・
一
村
薄
・
淋
し
き
枯
野
／
賤
が

垣
ね
・
山
際
の
さ
と
」
が
見
ら
れ
、『
竹
馬
集
』
八
月
之
詞
「
鵙
」
の
項
に
も

表
記
は
多
少
異
な
る
が
同
様
の
寄
合
が
載
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
連
想
が
連
歌
以

来
の
伝
統
的
付
合
発
想
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
付
合
は
、
前
句
を

「
尾
花
が
末
・
淋
し
き
枯
野
」
を
詠
ん
だ
句
と
考
え
、
そ
れ
と
連
想
関
係
に
あ

る
見
出
し
語
「
百
舌
鳥
」
を
「
連
想
を
中
継
す
る
語
」
と
し
て
、「
賤
が
垣
ね
・

山
際
の
里
」
を
句
意
と
す
る
句
を
付
け
た
、
と
読
み
解
け
る
。
ま
た
、
連
歌
で

は
、
こ
れ
が
秋
八
月
の
寄
合
で
あ
っ
た
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う

解
釈
し
た
場
合
、
付
句
の
ど
こ
が
「
山
際
の
」
を
表
現
し
た
詞
と
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
「
猿
」
こ
そ
が
そ
の
詞
で
あ
る
と
考
え
る
。
二
、
イ
、

で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
連
歌
以
来
の
伝
統
的
な
「
猿
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
す
べ

て
野
生
の
猿
で
、
山
に
住
む
隠
者
や
山
里
の
住
人
が
そ
の
声
を
聞
い
て
涙
を
催

す
も
の
で
あ
る
。
芭
蕉
は
晩
年
に
猿
曳
と
猿
と
い
う
新
し
い
素
材
を
用
い
は
じ

め
た
が
、
そ
の
詠
み
方
は
、
連
歌
以
来
の
伝
統
の
基
本
に
従
っ
て
い
た
。
な
お
、

「
百
舌
鳥
」
を
「
連
想
を
中
継
す
る
語
」
と
す
る
連
想
に
お
い
て
、
猿
が
句
作

の
素
材
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
或
い
は
、
両
者
の
鳴
き
声
の
相
似
か
ら
の
連
想

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

裏
一
句
目
は
「
賤
が
垣
ね
・
山
際
の
里
」
の
天
候
不
順
な
秋
の
困
窮
と
い
う

主
題
を
、
猿
ま
た
は
猿
曳
を
素
材
と
し
て
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

②
推
敲
後
の
付
合

続
い
て
、
添
削
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
如
何
に
な
さ
れ
た
か
、
を
考
え
る
。

草
稿
添
削
句
形
：
前
句　
　

ぜ
ん
ま
ひ
か
れ
て
肌
寒
う
な
る

　
　
　
　
　
　
　

付
句　

手
を
摺
て
猿
の
五
器
か
る
旅
の
宿

版
本
句
形　
　

：
前
句　
　

狗
脊
か
れ
て
肌
寒
う
な
る　
　

　
　
　
　
　
　
　

付
句　

渋
柿
も
こ
と
し
は
風
に
吹
れ
た
り

裏
一
句
目
の
添
削
理
由
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
の
で
、
結
論
だ
け
を
簡
単

に
示
す
。
添
削
後
も
草
稿
句
形
で
は
、「「
賤
が
垣
ね
・
山
際
の
里
」
の
天
候
不

順
な
秋
の
困
窮
」
と
い
う
主
題
が
明
確
で
は
な
い
。
ま
た
、
秋
の
季
語
が
な
く
、

一
般
的
に
は
秋
の
句
と
は
認
め
ら
れ
に
く
い
。
そ
こ
で
、
素
材
を
猿
か
ら
渋
柿

に
変
え
て
季
語
を
補
い
、
主
題
を
よ
り
明
確
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
版

本
の
句
形
で
あ
る
。

な
お
、
二
、
イ
、
で
も
触
れ
た
が
、
佐
藤
氏
は
、
草
稿
句
形
が
『
猿
蓑
』「
市

中
は
」
歌
仙
か
ら
発
想
を
借
り
た
「
二
番
煎
じ
の
着
想
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
主

な
改
変
理
由
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
確
か
に
、
本
歌
仙
の
載
る
『
続
猿
蓑
』
は
、

題
名
か
ら
考
え
て
も
『
猿
蓑
』
を
意
識
し
た
集
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

佐
藤
氏
の
説
は
卓
見
と
言
え
る
が
、
筆
者
と
し
て
は
、
そ
の
改
変
に
際
し
て
も

「「
賤
が
垣
ね
・
山
際
の
里
」
の
天
候
不
順
な
秋
の
困
窮
」
と
い
う
主
題
が
守
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。



『
続
猿
蓑
』「
八
九
間
」
歌
仙
の
添
削
範
囲

七
九

ロ
、
表
五
句
目
か
ら
裏
一
句
目
ま
で
の
付
合

①
草
稿
初
案
の
付
合

諸
先
行
研
究
は
往
々
に
し
て
添
削
後
の
前
句
と
添
削
前
の
付
句
と
の
付
合
を

考
え
て
い
る
が
、
こ
の
歌
仙
は
江
戸
で
草
稿
初
案
の
句
形
で
一
応
巻
き
上
が
っ

て
い
た
は
ず
な
の
で
、
筆
者
は
、
最
初
に
、
草
稿
初
案
の
付
合
の
み
を
五
句
ま

と
め
て
検
討
し
、
次
い
で
、
添
削
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
、
を
検
証
す
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
俳
諧
で
は
三
句
の
わ
た
り
が
重
要
視
さ
れ
る
の
で
、
裏
一
句

目
の
打
越
の
表
五
句
目
か
ら
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
な
お
、
前
述
の
よ
う
に
、

本
歌
仙
に
お
い
て
は
作
者
名
は
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
、
と
考
え
る
の
で
、

以
下
の
検
討
で
は
考
慮
し
な
い
。

◎　

表
五
句
目　

宵
月
の
日
和
定
る
柿
の
い
ろ

　
　

表
六
句
目　
　

薄
の
穂
か
ら
ま
づ
寒
う
な
る

ま
ず
、
前
句
で
あ
る
表
五
句
目
の
句
意
を
知
る
た
め
に
、
表
五
句
目
と
そ
の

前
句
と
の
関
係
を
簡
単
に
考
え
て
み
る
。
前
句
表
四
句
目
は
「
庭
と
り
ち
ら
す

晩
の
ふ
る
ま
ひ
」
で
あ
る
が
、『
類
船
集
』「
振フ

ル

舞マ
ヒ

」
の
項
の
付
合
語
に
「
日ヒ
ヨ
リ和

見
る
」
が
あ
る
。
前
句
「
振
舞
」
か
ら
「
日
和
見
る
」
を
連
想
し
、
前
句
の
景

気
の
良
い
明
る
さ
を
そ
の
ま
ま
受
け
て
、
表
五
句
目
は
「
日
和
」
の
好
転
し
た

時
節
の
月
の
景
を
詠
ん
だ
、
と
読
み
解
け
る
。
秋
の
長
雨
が
終
わ
り
晴
天
の
続

く
秋
に
な
る
の
は
、
関
東
地
方
で
は
二
十
四
節
気
の
寒
露
を
過
ぎ
た
頃
で
、
柿

も
色
づ
く
頃
で
あ
る
。

六
句
目
の
「
穂
」
が
「
寒
う
な
る
」
と
は
末
枯
れ
る
意
と
解
釈
し
、『
類
船
集
』

を
調
べ
て
も
こ
の
付
合
に
適
す
る
見
出
し
語
は
見
当
た
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が

『
連
珠
合
璧
集
』
の
「
霜
ト
ア
ラ
バ
」
の
項
に
は
「
月
／
寒
・
草
の
う
ら
枯
」
が
、

ま
た
『
拾
花
集
』『
竹
馬
集
』
の
「
露
霜
」
の
寄
合
に
は
「
冷
し
き
月
／
草
の

う
ら
枯
・
秋
寒
き
」
が
あ
り
、
こ
の
付
合
は
連
歌
以
来
の
伝
統
的
連
想
と
言
え

る
。
こ
の
付
合
は
、
日
和
定
ま
っ
た
晴
天
の
月
光
を
「
月
の
霜
」
と
捉
え
、「
霜
」

ま
た
は
「
露
霜
」
を
「
連
想
を
中
継
す
る
語
」
と
し
て
「
草
の
う
ら
枯
・
秋
寒

き
」
を
想
起
し
て
句
作
し
た
、
と
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

表
六
句
目
は
「
草
の
う
ら
枯
」
た
「
秋
寒
き
」
景
と
い
う
主
題
を
、
薄
を
素

材
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。

◎　

表
六
句
目　
　

薄
の
穂
か
ら
ま
づ
寒
う
な
る

　
　

裏
一
句
目　

手
を
摺
り
て
猿
の
五
器
か
る
草
庵

前
述
の
よ
う
に
、「
一
村
薄
・
淋
し
き
枯
野
」
か
ら
「
百
舌
鳥
」
を
「
連
想

を
中
継
す
る
語
」
と
し
て
「「
賤
が
垣
ね
・
山
際
の
里
」
を
句
意
と
す
る
句
を

付
け
た
。
す
な
わ
ち
、
裏
一
句
目
は
「
賤
が
垣
ね
・
山
際
の
里
」
の
天
候
不
順

な
秋
の
困
窮
と
い
う
主
題
を
、
猿
ま
た
は
猿
曳
を
素
材
と
し
て
表
現
し
た
。

◎　

裏
一
句
目　

手
を
摺
り
て
猿
の
五
器
か
る
草
庵

　
　

裏
二
句
目　
　

み
し
ら
ぬ
孫
が
祖
父
の
跡
と
る

『
類
船
集
』「
猿サ

ル

」
の
付
合
語
に
「
山
の
か
ひ
・
峰
の
庵
／
衣
う
る
ほ
す
涙
・

さ
は
ぐ
心
」
が
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
付
合
は
、
前
句
を
「
猿
」
を
句
材
と
し

「
山
の
か
ひ
・
峰
の
庵
」
を
句
意
と
す
る
句
と
考
え
、「
猿
」
か
ら
の
連
想
で
、

付
句
を
「
衣
う
る
ほ
す
涙
・
さ
は
ぐ
心
」
を
句
意
と
し
て
句
作
し
た
。

裏
二
句
目
は
「「
衣
う
る
ほ
す
涙
・
さ
は
ぐ
心
」
を
孤
独
な
死
の
も
た
ら
す

波
紋
と
し
て
表
現
し
た
。



八
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◎　

裏
二
句
目　
　

み
し
ら
ぬ
孫
が
祖
父
の
跡
と
る

　
　

裏
三
句
目　

脇
差
は
な
く
て
刀
の
さ
び
く
さ
り

『
類
船
集
』「
札フ
ダ

」
の
付
合
語
に
「
形
見
分ワ
ケ

／
刀
・
脇
さ
し
」
が
あ
る
。
こ
の

付
合
は
、
前
句
の
状
況
か
ら
形
見
分
け
を
思
い
つ
き
、「
札
」
を
「
連
想
を
中

継
す
る
語
」
と
し
て
、「
刀
・
脇
さ
し
」
を
想
起
し
て
句
作
し
た
、
と
読
み
解

け
る
。
な
お
、
三
句
の
放
れ
を
重
視
し
打
越
に
戻
る
の
を
嫌
う
俳
諧
に
お
い
て

建
前
上
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、こ
の
句
の
実
際
の
発
想
に
は
、（
猿

曳
に
と
っ
て
長
い
刀
は
単
な
る
飾
り
物
に
す
ぎ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
）
全
く
不
要

な
も
の
の
た
と
え
や
無
用
の
長
物
の
意
で
用
い
ら
れ
る
「
猿
引
の
長
刀
」
の
語

が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

裏
三
句
目
は
形
見
分
け
の
「
刀
・
脇
さ
し
」
を
前
句
の
家
の
状
態
に
ふ
さ
わ

し
く
表
現
し
て
い
る
。

②
版
本
の
付
合

版
本
の
付
合
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

表
五
句
目　

き
の
ふ
か
ら
日
和
か
た
ま
る
月
の
色

表
六
句
目　
　

狗
脊
か
れ
て
肌
寒
う
な
る

裏
一
句
目　

渋
柿
も
こ
と
し
は
風
に
吹
れ
た
り

裏
二
句
目　
　

孫
が
跡
と
る
祖
父
の
借
銭

裏
三
句
目　

脇
差
に
替
て
ほ
し
が
る
旅
刀

紙
幅
の
関
係
で
詳
し
く
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
前
述
し
た
草
稿
初
案
の
連
想

を
踏
ま
え
た
、
各
句
の
主
題
は
、
そ
の
ま
ま
版
本
の
付
合
に
引
き
継
が
れ
て
い

る
こ
と
は
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
素
材
を
替
え
た
り
、
表
現
を
改
め
た
り
し

た
添
削
は
、
あ
く
ま
で
も
原
句
の
主
題
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
付
合
語
の
連
想
関
係
を
用
い
た
筆
者
の

調
査
で
は
、
こ
の
原
則
は
本
歌
仙
添
削
の
全
体
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
原

歌
仙
を
捌
き
原
句
の
主
題
を
熟
知
し
て
い
た
芭
蕉
に
よ
っ
て
、
本
歌
仙
の
添
削

が
終
始
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

か
つ
て
、
中
村
俊
定
氏
は
『
芭
蕉
講
座
』
第
一
巻
（
創
元
社
、
一
九
五
三
）

で
蕉
風
連
句
の
手
法
を
概
説
さ
れ
た
中
で
、「
匂
付
」
に
つ
い
て
「
前
句
の
中

に
感
ぜ
ら
れ
る
餘
韻
と
か
餘
情
、
或
は
風
韻
と
い
つ
た
も
の
を
た
よ
り
に
つ
な

い
で
ゆ
く
と
い
ふ
行
き
方
で
あ
る
。」
と
解
説
さ
れ
る
一
方
、「
前
句
が
餘
情
あ

る
句
」
で
な
い
場
合
な
ど
「
前
句
の
素
材
一
つ
に
連
想
を
求
め
る
場
合
も
、
意

味
を
發
展
さ
せ
て
ゆ
く
や
う
な
付
け
方
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
う
い
ふ
場

合
に
は
、
そ
れ
を
あ
ら
は
に
見
せ
な
い
や
う
に
、
付
句
の
仕
立
方
に
注
意
を
拂

つ
て
あ
し
ら
つ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
記
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
匂
付
」

と
称
さ
れ
る
中
に
も
「
附
物
」
や
「
句
意
付
」
と
同
様
の
連
想
を
句
作
り
に
よ
っ

て
「
匂
付
」
に
し
た
付
合
が
あ
る
こ
と
を
、
示
唆
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
俳
諧
が
座
の
文
芸
で
あ
る
以
上
、
連
衆
や
版
本
の
読
者

に
理
解
さ
れ
な
い
連
想
で
は
作
品
は
成
り
立
た
な
い
。
一
方
、
当
時
の
人
々
の

共
通
理
解
の
範
囲
内
に
あ
る
連
想
で
あ
れ
ば
、
一
見
突
飛
な
連
想
で
も
前
句
か

ら
遠
く
離
れ
る
連
想
で
も
、
読
者
は
そ
の
連
想
に
つ
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
。



『
続
猿
蓑
』「
八
九
間
」
歌
仙
の
添
削
範
囲

八
一

そ
の
共
通
理
解
と
は
、
文
学
的
教
養
や
社
会
的
常
識
・
風
俗
・
自
然
な
ど
多
岐

に
渡
る
で
あ
ろ
う
が
、
連
歌
寄
合
集
や
俳
諧
付
合
語
集
は
そ
れ
ら
に
基
づ
く
連

想
を
集
大
成
し
、
当
時
の
連
歌
・
俳
諧
の
初
心
者
に
資
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
我
々
現
代
の
読
者
が
、
当
時
の
人
々
の
共
通
理
解
の
範
囲

内
に
あ
る
連
想
を
知
る
の
に
も
、
連
歌
寄
合
集
や
俳
諧
付
合
語
集
は
有
力
な
手

掛
か
り
と
な
る
。

芭
蕉
が
撰
集
に
載
せ
る
こ
と
を
前
提
に
捌
き
校
合
し
た
歌
仙
全
体
を
、
付
合

語
の
連
想
関
係
を
用
い
て
読
み
解
け
た
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
、
芭
蕉
一
門
の
い

わ
ゆ
る
「
匂
付
」
も
こ
の
共
通
理
解
の
範
囲
内
に
あ
る
連
想
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
、
と
考
え
る
。
さ
ら
に
用
い
ら
れ
た
付
合
語
の
内
容
か
ら
考
え
て
、
芭

蕉
一
門
で
は
、
前
句
の
余
情
を
探
る
に
際
し
て
も
、
付
句
作
者
の
単
な
る
思
い

つ
き
で
は
な
く
、
連
想
す
る
一
定
の
道
筋
、
す
な
わ
ち
、
和
歌
・
連
歌
以
来
の

い
わ
ゆ
る
「
本
意
」
に
沿
っ
て
連
想
す
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
る
。「
匂
付
」
の
説
明
と
し
て
は
今
ま
で
取
り
立
て
て
言
及
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
前
引
の
「
去
来
曰
く
「
俳
諧
は
新
ら
敷
趣
を
専
ら
と

す
と
い
へ
ど
も
、
物
の
本
性
を
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。」
は
、
付
合
に
お
け
る
連

想
の
筋
道
に
も
該
当
す
る
内
容
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
芭
蕉
が
逝
っ
て
後
、
芭
蕉
の
認
識
し
て
い
た
共
通
理
解
の
範
囲
が

次
第
に
曖
昧
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
遺
さ
れ
た
作
品
を
理
解
す
る
際
の
連

想
の
筋
道
も
、
後
世
の
読
者
に
は
不
明
な
付
合
が
続
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結

果
、「
匂
付
」
と
い
う
極
め
て
曖
昧
な
表
現
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
読
者
が
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
解
釈
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

付
記

『
続
猿
蓑
』『
三
冊
子
』『
俳
諧
類
船
集
』『
冬
の
日
』
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
俊
定
文
庫
蔵

本
を
、『
連
珠
合
璧
集
』
は
国
会
図
書
館
蔵
本
を
参
照
し
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




